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図4 東海岸地域の来訪者数
資料：平成30年度観光統計実態調査

東海岸地域
は県全体の
約1割

勝連城跡
（約19万人/H30年）

中城城跡
（約11万人/H30年）

斎場御嶽
（約36万人/H30年）

資料：平成30年度観光統計実態調査

一般国道３２９号西原道路における計画段階評価

１．西原町周辺の課題 ２．原因分析

○西原町の製造品出荷額は沖縄県の約４割を占め、県内最大となっており、人口当り製造品出荷額等は、
九州管内で5位となるなど、生産性の高い地域となっている。更なる生産性向上に向け、工業用地の拡
充や幹線道路の整備に対する強い要望がある。（図1、2、3）

資料：工業統計

図3 製造品出荷額等及び事業所数の推移
（西原町）

※空港・港湾施設まで30分以内で安全かつ安定的に走行（沖縄県の目標）

①産業振興を支援する道路ネットワークの強化
②周遊観光を支援する道路ネットワークの強化
③交通の円滑化
④災害時に強い道路ネットワークの確保

３．政策目標

①県内有数の工業団地における社会基盤整備に関する要望

③交通渋滞による東海岸地域で唯一の幹線道路の機能低下
○国道329号は、小那覇、内間交差点等でピーク時を中心に慢性的な交通渋滞が発生。 （図5）
〇渋滞を避けた通過交通が生活道路に流入している。（写真1）

④災害時のリダンダンシーの確保
○小那覇交差点付近では大雨時に道路冠水が発生している。また、津波発生時において、臨海部の工業地域
への影響はない。

①地域間アクセス性の低下
○国道329号は工場関連の交通が約4割を占めているものの、産業活動を支援する道路基盤の整備が遅れ
ており道路整備に対する不満、今後の道路基盤整備を求める意見が多い。（図6、7）

②地域間を連絡する広域ネットワークの不足
○当該地域と那覇港や中城湾港、更には、点在する観光資源を連絡する広域的な観光周遊ルートは国道
329号しかないなど、地域間を結ぶ道路ネットワークが不足している。

③国道329号の幹線道路としての機能低下
○国道329号は狭小幅員(代表18m)を4車線運用しており、右折レーンがない交差点も多い。

また、工業地帯への物流交通に加え、生活交通等の沿道出入等による交通阻害により速度低下が発生
し、幹線道路としての機能が低下。（写真2）

④代替道路がない脆弱な道路ネットワーク
○大雨時には、小波津川周辺で国道329号を跨いで広範囲で冠水が発生。小那覇交差点周辺では、数時間
にわたり道路が冠水し通行止めが発生。(図8)

○事業中の与那原バイパスは、現道(国道329号)に接続していないためバイパス機能が不十分。

36%

22%

42% 操業環境に

対する問題

N=108意見

※対象：小那覇工場適地内に立地する全事業所（141件）
実施：平成23年12月19日～12月28日
結果：回収率は87%（配布：141件、回収：122件）

図7 操業環境の問題内容

工場用地
の不足（約２割）

道路整備
の不足（約４割）

※面積（H25値）、道路延長(H24値）
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資料：統計でみる市区町村のすがた
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6,336億円/年
平成26年

図1 製造品出荷額等のシェア
（沖縄県）

資料：工業統計(H26) 資料：工業統計(H26)、国勢調査(H27)
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図5 平日12h平均旅行速度（国道329号）
資料：一般車プローブデータ（平日：令和元年4月～令和2年3月）

写真1 通過交通の状況
（中城村内の村道）

近年は
横ばい

②周遊観光による観光産業の振興
○東海岸地域には「勝連城跡」「中城城跡」「斎場御嶽」等の世界遺産をはじ
め、多くの観光資源が点在しているが、当該地域を訪れる観光客は約１割
にとどまっている。（図4）

○「大型MICE施設建設」、「中城湾新港地区へのクルーズ船就航」等の各種
プロジェクトが進行中。新たな観光拠点の整備が進められている。

○拠点間を結ぶ幹線道路の整備が
遅れ、移動時間が長いため、観光

施設での滞在時間が十分に確保でき

ない。

◇拠点間の所要時間※
中城港⇒MICE施設 40分（現況）
中城城跡⇒斎場御嶽 50分（現況）

資料：道路交通センサス(H27)
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図8 道路ネットワーク及び周辺道路事業

写真2 小那覇交差点（渋滞状況）南→北

至

沖
縄
市

至

那
覇
市

大雨時には道路冠水



対応方針（案）： 【Ａ案】による対策が妥当
【計画概要】

・路線名：一般国道329号、区間：中頭郡中城村津覇～中頭郡西原町小那覇、概略延長：約3.7ｋｍ、標準車線数：4車線

・設計速度60ｋｍ/ｈ、概ねのルート： 【Ａ案】全線バイパス案の通り

標準断面図（土工部）

（参考）当該事業の経緯等
当該事業の経緯
平成29年 計画段階調査開始
平成30年3月 沖縄地方小委員会（第1回）実施 平成30年7月 意見聴取（第1回）実施
平成30年12月 沖縄地方小委員会（第2回）実施 令和1年6月 意見聴取（第2回）実施
令和1年12月 沖縄地方小委員会（第3回）実施

地域の要望等
平成27年11月 西原バイパス（仮称）延伸整備に向けた住民決起大会の開催
平成27年11月 東海岸地域サンライズ推進協議会（北中城村長、中城村長、西原町長、与那原長）

国道329号バイパス延伸を要望（副総理、国土交通大臣、内閣府特命担当大臣）
平成28年11月 東海岸地域サンライズ推進協議会（北中城村長、中城村長、西原町長、与那原長）

国道329号バイパス延伸を要望（副総理、国土交通大臣、内閣府特命担当大臣）
平成29年3月 東海岸地域サンライズ推進協議会（北中城村長、中城村長、西原町長、与那原長）

国道329号西原道路（仮称）の事業化について（国土交通大臣）
平成29年6月 東海岸地域サンライズ推進協議会（北中城村長、中城村長、西原町長、与那原長）

国道329号西原道路（仮称）の事業化について（国土交通大臣、内閣府沖縄担当相）
平成30年11月 沖縄県道路利用者会議、他3団体

沖縄中部地域の道路網の整備促進に関する要請書等（国土交通大臣、内閣府沖縄担当相）
令和1年10月 沖縄県道路利用者会議、他3団体

沖縄中部地域の道路網の整備促進に関する要請書等（国土交通大臣、内閣府沖縄担当相）
令和3年1月 東海岸地域サンライズ推進協議会、国道329号西原道路整備促進協議会

国道329号西原バイパスの早期事業化について（国土交通大臣、財務大臣、内閣府担当大臣）

一般国道３２９号西原道路における計画段階評価

４．対策案の検討

なかがみ なかぐすく なかがみ お な はにしはら

にし はら

注1）渋滞損失時間：交通渋滞に伴う速度低下により発生する所要時
間の損失を表す指標である。

注2）混雑度：道路の混み具合を表す指標で、通常1.0を超えた場合、
混雑している可能性がある状況を示す。

【凡例】 ◎：かなり改善・満足する ○：改善・満足する
△：一部改善・満足する ×：他案に比べて劣る。


